
第１２９回本試験ライティング問題 模範解答例 

 

2026 年 6 月 20 日に行われました、第 129 回本試験ライティング問題の模範解答を記載いたします。本試験では

ライティング問題として実際にテーマに沿った文章を作成して頂きます。次回以降の本試験の参考にしてくださ

い。 

 

【解説】ライティング問題は減点方式を採用しています。 

日本クラウドソーシング検定協会ホームページの解答速報および問題例 

（https://crowd-kentei.or.jp/about_test/grading/） 

ではより詳しくライティング問題のルールを記載しておりますので、是非ご参照ください。 

 

模範解答では下記の点などを守っています。 

・キーワードは必ず文中で使用してください。 

・記述すべきテーマから外れないように記述してください。 

・規定された文字数を超えないようにしてください。 

・「です・ます」「である・だ」等表記の統一を行ってください。 

・主語、述語等は正しく使用してください。 

 

【問.1】ことわざについて 240文字以上 300文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】何かを例えるときに、ことわざを使う方も多いことでしょう。 

 

キーワード 1：知恵 

キーワード 2：先人 

 

【模範解答 1】278 文字 

日常生活で頻繁に使われることわざとは、先人たちから広く言い伝えられてきた、人生の教訓や知恵、などを簡

単な言葉で表現したものです。これらを会話や文章に取り入れると、説得力や表現力が格段に向上します。例え

ば、時間の重要性について伝える際、長々と説明するよりも、時は金なり、時間を無駄にせず取り組もう、と言

い換える方が、簡潔で真実味が伝わります。失敗して落ち込んでいる人には、失敗は成功のもと、大丈夫だよ、

と声をかければ、短い言葉で相手を優しく励ますことができるでしょう。ことわざとはまさに、先人が生み出し、

現代の私たちも支えてくれる、言葉のわざと言えるのです。 

 

【模範解答 2】258 文字 

長い歴史の中で培われ、現代まで使われていることわざには、人生を豊かに生きるためのヒントが詰まっている。

これらは、経験や失敗から得られた先人の知恵の結晶である。そして短い言葉の中に物事の本質が凝縮されてい

る。複雑な人間関係や重大な判断に迷ったとき、ふと口にした格言が解決への糸口となり、心を軽くしてくれる



ことも少なくない。時代や環境が変わっても、人間の営みや心の本質は変わらないことを、ことわざは教えてく

れる。そして過去からの貴重な教訓を大切にし、日々の生活に活かすことで、より賢く豊かな選択を重ねていく

ことができる。 
 

【模範解答 3】250 文字 

日常会話の中で、ことわざを耳にする機会が多くあります。短い言葉でありながら、生活や人間関係に役立つ教

訓を伝えているのが特徴です。例えば、急がば回れや石の上にも三年のように広く知られている有名なことわざ

は少なくありません。これらの言葉には、長い年月の中で培われた知恵が込められています。そのため現代にお

いても、ビジネスへの戒めや子育ての指針など、具体的な行動に対する道標として先人の教えが引用されていま

す。ことわざは時代を超えて本質を突いている言葉だからこそ、現在でも多くの場面で活用されているのです。 
 

【問.2】朝活について 240文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】朝活は、忙しい毎日の中で少しでも時間を有効に使いたい方に取り入れられているようです。 

 

キーワード 1：習慣 

キーワード 2：趣味 

 

【模範解答 1】297 文字  

朝活とは、出勤や通学前の隙間時間を、自分の趣味や健康などへ活用することです。最近では、朝活を毎日の習

慣として取り入れている方も増えています。そんな朝活のメリットは、自分の時間を先に確保できるということ

でしょう。夜になると、仕事や学業の疲れから自分の好きなことに集中できないことがあります。しかし力が漲

る朝の時間なら、やりたいことに没頭し、楽しく一日のスタートを切れるでしょう。そうすることで、心の余裕

も生まれ、その後の活動にも前向きに取り組むことができます。長く続けるこつは、無理をしないということで

す。十分な睡眠を取り、負担のない範囲から始めることが、朝活継続の鍵といえるでしょう。 
 

【模範解答 2】281 文字 

いつもよりも少し早く起き、自分のために有意義な時間を過ごす朝活が注目を集めている。静かで誰にも邪魔さ

れない早朝のひとときは、集中力を高めて作業に没頭するには最適な環境である。また読書や資格の勉強だけで

なく、ランニングやトレーニングといった趣味に没頭する時間を確保すれば、心身ともに充実した状態で一日を

スタートできる。こうした活動を毎日習慣化することで、生活リズムは自然と整ってくる。そして脳が活性化し

て前向きな思考が生まれやすくなる。朝活は、朝のわずかな時間の積み重ねである。しかし日々の暮らしや人生

をより豊かで活力あるものへ変えていく、ルーティンとなるだろう。 
 

【模範解答 3】247 文字 

朝活は、早朝の時間を有効に使う方法として知られています。無理なく続けるためには最初から高い目標を設定

するのではなく、興味がある分野を取り入れることが大切です。例えば、読書や映画鑑賞、軽いランニングなど、

自分の趣味を行うことで朝の時間を楽しみながら過ごせます。また朝の時間は比較的静かで集中しやすく、趣味



に没頭できる習慣を作ることで、効果的な気分転換や新たな知識の習得につながります。多忙な日々の中でやり

たくてもできないことを朝活に取り込むことは、生活に心地よい潤いをもたらすきっかけとなります。 
 

【問.3】ネクタイについて 240文字以上 300文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】ビジネス上、毎日ネクタイを締めている方も多いことでしょう。 

 

キーワード 1：マナー 

キーワード 2：色 

 

【模範解答 1】294 文字 

スーツ着用時に欠かせないネクタイは、その色によって相手へ与える印象が大きく変わります。例えば、知的な

イメージをもたらす青や紺は、ビジネスシーンで人気の色です。また黄色や赤は、元気で親近感のある雰囲気を

演出してくれます。こうした色に、チェックやドット、ストライプなどの柄を組み合わせることで、唯一無二の

自分らしさを表現することも可能です。一方、場面に応じた着用マナーを守ることも大切です。結婚式では光沢

のあるシルバーグレーや白、お葬式では黒の無地を着用するのが鉄則です。こうした色の効果を知り、きちんと

したマナーを身に着ければ、毎日のネクタイ選びもより楽しく、洗練されたものになるでしょう。 
 

【模範解答 2】264 文字 

ビジネスやフォーマルな場面で、スーツスタイルの印象を大きく左右するネクタイは、大人の身だしなみに欠か

せないアイテムである。単なるおしゃれではなく、TPO に合わせた色や柄を選ぶことは、相手への敬意を示す大

切なマナーと言える。例えば、商談の際には信頼感を与える紺や青、熱意を示す赤など、場面に応じて使い分け

ることで、自分の印象はコントロールすることができる。ただし、お祝いの席や弔事ではそれぞれ厳格な決まり

があるので、事前確認が必要になる。V ゾーンを彩る一本にこだわり、洗練された品格のある大人の着こなしを

完成させてみては如何だろうか。 
 

【模範解答 3】268 文字  

ビジネスや冠婚葬祭の場において、ネクタイは服装のマナーを左右する重要な要素です。スーツやシャツとの組

み合わせはもちろんのこと、着用するネクタイの色によって相手に与える第一印象は大きく変わります。例えば、

誠実さや知性をアピールしたいビジネスシーンでは、落ち着いたネイビーやブルー系統の色を選ぶのが効果的で

す。一方で結婚式などの慶事では華やかなパステルカラー、葬儀などの弔辞では光沢がないブラックを選ぶのが

鉄則とされています。ＴＰＯに応じた適切な一本を選択することは、周囲への敬意を示すだけでなく、自分の信

頼性を高めることにもつながります。 
 

【問.4】キャッシュレス決済のメリット・デメリットについて 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。  

＊文字数は下にカウントされています。ご参考ください。  

＊書き出し例文を参考にして文章を書いてください。書き出し例文をそのまま使用することは禁止です。  



＊この問題にキーワードはありません。自由に記述してください 。  

 

【書き出し例文】買い物をする際に、キャッシュレス決済は欠かせない、と思われる方も多いでしょう。 

 

【模範解答 1】393 文字 

最近買い物に行くと、キャッシュレス専用という文字を見かける方も多いのではないでしょうか。スマホやカー

ドを使ったキャッシュレス決済のメリットの一つは、支払いがスムーズという点でしょう。現金の受け渡しの必

要がなく、その時間や手間を大幅に削ることができます。正確に素早く支払いが済むというのは、お客だけでな

く、ミスや行列を減らしたい店側にとっても大きな利点です。さらに、多くのキャッシュレス決済では、支払い

額に応じてポイントが付与されます。それらを買い物に使ったり、キャッシュバックなどに利用できたりするの

で、現金払いよりお得となります。一方、キャッシュレス決済にはデメリットもあります。お金が手元から消え

る感覚もなく、つい使いすぎてしまうので、きちんとした予算管理が必要になります。また、カードやスマホを

紛失してしまった場合、不正使用されるリスクもあるため、セキュリティには配慮が必要です。 
 

【模範解答 2】383 文字 

現金を使わないキャッシュレス決済には、多くのメリットが存在する。消費者側にとっては、財布から小銭を取

り出す必要がなく、会計がスムーズになる。さらにスマートフォンを用いた決済ならば、財布すら持ち歩くこと

も不要となり、アプリなどで利用履歴が確認でき、管理が容易になる。そのうえ、決済額に応じてポイント還元

が受けられるのも大きな魅力の一つだ。一方で、いくつかのデメリットにも留意しないといけない。スマートフ

ォンを用いた決済ならば、その充電切れや通信障害、店舗のシステムトラブルが発生した際には、決済ができな

くなる。またお金を払っている感覚が薄れやすいため、使いすぎてしまう点も懸念される。そしてデータで決済

をやり取りするため、決済情報の漏洩による、不正利用のリスクも存在している。利便性とリスクを正しく理解

し、ライフスタイルに合わせて現金と賢く使い分けることが大切である。 
 

【模範解答 3】330 文字 

普段から買い物はキャッシュレス決済と決めている方も多いのではないでしょうか。それは、現金を持つ必要が

なく、カードやスマートフォンなどで手軽に支払いができる決済方法はとても便利だからでしょう。特にスマー

トフォンで完結できる点は大きなメリットだといえます。なぜなら、スマートフォン１台さえあれば、カバンや

財布を持ち歩くこともなく、荷物を軽くしたい男性やミニマリストなど、多くの方々に好評だからです。しかし

ながら、デメリットも勿論あります。それは、震災や災害時、通信障害などでオフラインになってしまうと決済

ができなくなる可能性もあるということです。ですから、キャッシュレス決済に頼るだけでなく、現金も少し持

ち歩いて、うまく使い分けることができると良いかもしれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ライティング問題-総評- 

 

第 129 回 WEB ライティング技能検定 本試験を受験頂いた皆様、お疲れ様でした。 
ここでは今回の第 129 回 WEB ライティング技能検定 本試験 ライティング問題の総評をお伝えいたします。 
今回の本試験では、4 択問題において満点、または満点に近い得点の方がほとんどでした。4 択問題は引き続き

満点を目指す気持ちで学習を続けて下さい。 
 
実技のライティング問題では、クラウドソーシング上では納品物として承認され難く試験上でも大きく減点対象

となる内容（例えば主観的な表現や違うテーマの文章など）が見受けられた他、同様な表現の繰り返し、誤変換

や誤入力、短い文章の連続、助詞の使用方法や誤字など細かいミス、文章表現として不自然さが感じられるもの

が目立ちました。今回惜しくも不合格となってしまった方は、本協会より案内しております解答速報、総評、ま

た教材などをご参考にライティングスキル向上を目指し、学習に励んで下さい。 
 
ライティング問題の総評では、より細かく、一部の方の解答を参考にしてご説明いたします。 
まだライティングに自信がない方もライティングに自信がある方も総評を参考に学習して頂ければ幸いです。 
 
＊今回受験頂いた方の中から主な減点対象を抜粋して総評に加えさせて頂いております。 
 
実技 ライティング問題の個別解答に対する減点箇所 
 
問 1 ことわざについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 
キーワード 1：知恵 2：先人 
 
【解答例 1】 
「なぜなら、回りくどく、物の説明を長々と話すよりは、同じ意味を持つことわざを一つ使うだけで会話がスム

ーズになるからです。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「を」が多用された文章です。 
 
【修正例 1】 
「なぜなら、回りくどく、長々と説明するよりは、同じ意味を持つことわざを一つ使うだけで会話がスムーズに

なるからです。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 2】 
「時代や環境が変わっても、人間の営みや心の本質は変わらないことを、これらの言葉は教えてくれる。」 



 
上記解答例では、1 文に助詞である「の」が多用された文章です。 
 
【修正例 2】 
「時代や環境が変わっても、人間の営みや心の本質は変わらないことを、ことわざは教えてくれる。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 3】 
「ことわざには先人が大切な知恵を短い言葉で表現しています。」 
 
上記解答例では、表現のねじれが見受けられ、違和感があります。 
 
【修正例 3】 
「ことわざは先人が大切な知恵を短い言葉で表現しています。」 
 
上記解答例では、主語である「ことわざ」の後に「には」という受動態ととれる記載がありますが、文末の「表

現しています」が能動態の表現となっているため、文意が伝わり難くなってしまっております。そのため上記修

正例では文意を鑑みて「ことわざは」という能動的な表現に修正いたしました。文中に表現のねじれが生じてし

まうと、読者に違和感を与えてしまいかねないので、注意しましょう。なお、書き終えた文章を見直すだけでも

このようなミスを減らすことができます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 4】 
「そして、そのことわざを思いながら、日々生活していくとストレスや不安からも解放されたり、日々を楽しむ

ことができるのではないでしょうか。 
 
上記解答例では、1 文の中に並列を表現する「～たり」が 1 度のみしか使用されていません。 
 
【修正例 4】 
「そして、そのことわざを思いながら、日々生活していくとストレスや不安からも解放されたり、日々を楽しん

だりすることができるのではないでしょうか。」 
 
上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し、また文意を鑑みながら自然な形に修正しました。 
特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 
 



-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 5】 
「ことわざの意味を紐解くと、ことわざができた理由など面白い裏話をみつけることもできます。」 
「時にはことわざ辞典など読み返してたり、検索してみたりするのもいいかもしれませんね。」 
 
上記解答例は、口語表現と文語表現が混在する文章です。 
 
【修正例 5】 
「時にはことわざ辞典など読み返してたり、検索してみたりするのもいいかもしれません。」 
 
上記修正例では「いいかもしれませんね」の口語表現を「いいかもしれません」という文語表現に修正を行いま

した。このように口語表現と文語表現が混在してしまうと、場合によって読者に違和感を与えてしまいますので

注意しましょう。 
 
 
問 2 朝活について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 
キーワード 1：習慣 キーワード 2：趣味 
 
【解答例 1】 
「その中で自分のために使える時間を確保するには、仕事の時間を除き、朝か夜になってしまいます。夜にその

活動をしても良いかもしれませんが、疲れた身体や脳では趣味を十分に楽しむこともできないでしょう。」 
 
上記解答例では、文と文の間に適切な接続詞が使用されておりません。 
 
【修正例 1】 
「その中で自分のために使える時間を確保するには、仕事の時間を除き、朝か夜になってしまいます。しかし夜

にその活動をしても良いかもしれませんが、疲れた身体や脳では趣味を十分に楽しむこともできないでしょう。」 
 
上記修正例では、接続詞「しかし」を追記いたしました。適切な接続詞を用いることでその前後の文章が繋がり、

読みやすい文章になります。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 2】 
「早起きをすることにより脳の活性化に繋がり、趣味の時間を設けたことでドーパミンも出て仕事の質も良くな

るはずです。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「の」が多用された文章です。 
 
【修正例 2】 
「早起きをすることにより脳は活性化し、趣味の時間を設けたことでドーパミンも出て仕事の質も良くなるはず

です。」 
 



上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 3】 
「夜になると、仕事や学業の疲れから、自分の好きなことに集中できないことがあります。力が漲る朝の時間な

ら、やりたいことに没頭し、楽しく一日のスタートを切ることができます。」 
 
上記解答例では、文と文の間に適切な接続詞が使用されておりません。 
 
【修正例 3】 
「夜になると、仕事や学業の疲れから、自分の好きなことに集中できないことがあります。しかし力が漲る朝の

時間なら、やりたいことに没頭し、楽しく一日のスタートを切ることができます。」 
 
上記修正例では、接続詞「しかし」を追記いたしました。適切な接続詞を用いることでその前後の文章が繋がり、

読みやすい文章になります。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 4】 
「まだ朝活をしていない方も５分でも早く起きてご自身の時間を作ってみるのはいかがでしょうか。」 
 
上記解答例は、読点が適切に使われていないため読み難い文章となっております。 
 
【修正例 4】 
「まだ朝活をしていない方も、５分でも早く起きてご自身の時間を作ってみるのはいかがでしょうか。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて適切な場所に読点を追加する形で修正しました。読点は適切に使用すると読者に

とって読みやすい文章となりますので、上手く使うよう心がけましょう。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 5】 
「子育てに忙しい母親も子供が起きる前の静かな時間を、自身を大切にするために朝活をしているようです。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「に」「を」が多用された文章です。 
 
【修正例 5】 
「子育てに忙しい母親も子供が起きる前の静かな時間で、自身を大切にするため、朝活をしているようです。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 



また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
 
問 3 ネクタイについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 
キーワード 1：マナー キーワード 2：色 
 
【解答例 1】 
「スーツ着用時に欠かせないネクタイは、その色によって相手に与える印象が大きく変わります。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「に」が多用された文章です。 
 
【修正例 1】 
「スーツ着用時に欠かせないネクタイは、その色によって相手へ与える印象が大きく変わります。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 2】 
「例えば、知的なイメージをもたらす青や紺は、ビジネスシーンで人気の色です。黄色や赤は、元気で親近感の

ある雰囲気を演出してくれます。」 
 
上記解答例では、文と文の間に適切な接続詞が使用されておりません。 
 
【修正例 2】 
「例えば、知的なイメージをもたらす青や紺は、ビジネスシーンで人気の色です。また黄色や赤は、元気で親近

感のある雰囲気を演出してくれます。」 
 
上記修正例では、接続詞「また」を追記いたしました。適切な接続詞を用いることでその前後の文章が繋がり、

読みやすい文章になります。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 3】 
「最近では夏のさがひどくなり以前よりネクタイが必須の職場も減ってきているようです。」 
 
上記解答例では、「夏のさ」が誤入力となります。 
 
【修正例 3】 
「最近では夏の暑さがひどくなり以前よりネクタイが必須の職場も減ってきているようです。」 



 
上記修正例では、文意を鑑みながら誤入力を修正しました。「夏の暑さ」が正しい表現となります。特に WEB ラ

イティングでは誤字脱字、誤変換が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたし

ます。見直しを行うことで誤変換だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 4】 
「例えば、商談の際には信頼感を与える紺や青、熱意を示す赤など、場面に応じて使い分けることで、自分の印

象をコントロールすることができる。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「を」が多用された文章です。 
 
【修正例 4】 
「例えば、商談の際には信頼感を与える紺や青、熱意を示す赤など、場面に応じて使い分けることで、自分の印

象はコントロールすることができる。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 5】 
「一方で結婚式などの慶事では華やかなパステルカラー、葬儀などの弔辞では光沢のないブラックを選ぶのが鉄

則とされています。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「の」が多用された文章です。 
 
【修正例 5】 
「一方で結婚式などの慶事では華やかなパステルカラー、葬儀などの弔辞では光沢がないブラックを選ぶのが鉄

則とされています。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
 
問 4 キャッシュレス決済のメリット・デメリットについて 320 文字以上 400 文字以内で 
記述してください。 
キーワード なし 
 



【解答例 1】 
「それは、キャッシュレスがゆえに、震災や災害時、通信障害などで決済ができなくなる可能性があるというこ

とです。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「が」が多用された文章です。 
 
【修正例 1】 
「それは、キャッシュレスであるため、震災や災害時、通信障害などで決済ができなくなる可能性があるという

ことです。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 2】 
「最近は、どんな支払いの場面でもキャシュレスが増えています。」 
 
上記解答例では、「キャシュレス」が誤入力となります。 
 
【修正例 2】 
「最近は、どんな支払いの場面でもキャッシュレスが増えています。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みながら誤入力を修正しました。「キャッシュレス」が正しい表現となります。特に

WEB ライティングでは誤字脱字、誤変換が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすす

めいたします。見直しを行うことで誤変換だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもで

きます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 3】 
「若い人はお財布を持つ人も少なくなり、スマートフォン１つあれば、買い物や交通手段もすべてが完結し、と

ても便利になっています。」 
 
上記解答例では、表現のねじれが見受けられ、違和感があります。 
 
【修正例 3】 
「若い人はお財布を持つことも少なくなり、スマートフォン１つあれば、買い物や交通手段もすべてが完結し、

とても便利になっています。」 
 
上記解答例では、文中に「若い人」「お財布を持つ人」という主語になり得る表現が重複してしまっております。

そのため上記修正例では文意を鑑みて守護が 1 つになるように修正いたしました。文中に表現のねじれが生じて



しまうと、読者に違和感を与えてしまいかねないので、注意しましょう。なお、書き終えた文章を見直すだけで

もこのようなミスを減らすことができます。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 4】 
「消費者側にとっては、財布から小銭を取り出す必要がなく、会計がスムーズになる。さらにスマートフォンを

用いた決済ならば、財布すら持ち歩くことも不要となり、アプリなどで利用履歴が確認でき、管理が容易になる。

さらに、決済額に応じてポイント還元が受けられるのも大きな魅力の一つだ。」 
 
上記解答例は、同様の表現を繰り返してしまっております。 
 
【修正例 4】 
「消費者側にとっては、財布から小銭を取り出す必要がなく、会計がスムーズになる。さらにスマートフォンを

用いた決済ならば、財布すら持ち歩くことも不要となり、アプリなどで利用履歴が確認でき、管理が容易になる。

そのうえ、決済額に応じてポイント還元が受けられるのも大きな魅力の一つだ。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて、繰り返し表現にならないよう接続詞の修正を行いました。同様の表現を繰り返

してしまうと、読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。またこのような事は文章作成後の見直し

を行うことで軽減できます。文章作成後は見直しを行うようにしましょう。 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【解答例 5】 
「現金を使わずにスマートフォンやカードで手軽に支払いができるキャッシュレス決済は、現代社会に広く浸透

しています。」 
 
上記解答例では、1 文に助詞である「に」が多用された文章です。 
 
【修正例 5】 
「現金を使わず、スマートフォンやカードで手軽に支払いができるキャッシュレス決済は、現代社会に広く浸透

しています。」 
 
上記修正例では、文意を鑑みて助詞を調整し、文章を修正いたしました。助詞の使い方を誤ると、本来伝えたい

内容が上手く読者に伝わらなくなってしまうので注意しましょう。 
また一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめいたします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文

章が不自然になっていないかなどを確認することもできます。 
 
 
実技 ライティング問題の総合的な減点箇所 
 
 
今回受験頂いた方の内、惜しくも不合格となられた方々に共通する減点箇所としては、助詞の連続使用や使い方、

句点読点の使い方、接続詞の使い方、誤字脱字や誤変換、同様表現の繰り返し、表現のねじれなどが多く見受け



られました。 
 
そして、主観的な文章表現や文脈的に不自然さを感じさせる内容は、読者に読み難さを与えてしまうだけでなく、

クラウドソーシング上でも非承認となりやすい文章となります。特に文章中の主語は何なのか、が不明確になる

と不自然さが強くなってしまいますので注意しましょう。 
また、指定キーワードが使われていなかったり、文章の内容が指定テーマから逸脱したり、さらに書き出し例文

をそのまま解答に使用すると大幅な減点となります。なので、文章作成後、一度読み返して指定テーマについて

しっかりと書かれているか確認するようにしましょう。 
 
他にも 1 文に情報を詰め込み過ぎてしまうと、助詞の連続使用など意図しないミスが多くなることがあります。

ライティングを終えた際には文章の見直しを行い、誤った表現や意味が通り難い文章の有無などを確認するよう

にしましょう。 
 


